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       From the Department of Urology, Jikei University Schoolof Medicine
   A statistical analysis was made of diseases, patients, and operations at our department in the four 
affiliated hospitals  of  Jikei University School of Medicine from 1978 through 1997. Our findings were 
as follows. Newly diagnosed urogenital malignancies, except esticular tumors, have been increasing 
in the last two decades among both outpatients and inpatients. Urogenital infections, including 
tuberculosis, have gradually been decreasing in the last two decades. The treatment of urinary stone 
diseases was markedly altered by the induction of extracorponeal shock wave lithotripsy. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 513-518,2000) 
























Fig. 1. Number of newly diagnosed outpa-
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Fig.4.Numberofoperationsf()rinpatients.
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年度別外来新患総 数 と膀胱尿道鏡検査数 をFig.1,
2に 示 した.各 病 院 とも年間2,000・-3,000名の新患が
当科 を受診 し,年 々増加傾向 を示 していた.こ の20年
間各病院泌尿器科 とも外来で膀胱尿道鏡検査 を行い,
1人で複数回の内視鏡検査 を受ける人がいる ものの,
年 間1,000件前後 の膀胱尿 道鏡 検査 を実施 し,お おむ
ね新患患者の3人 に1人 は内視鏡検査がな された計算
となった.
主要外来疾患統計 をTablel,2に示 した.主 要泌
尿 器科感染 症(Tablel)では特 異性感 染症で ある尿
路性器結核 の減少が1985年ごろか ら各病院 とも認め ら
れ,性 感染症(STD)は1981年か ら1986年までが ピー
クで以降減少傾 向を示 した.急 性膀胱炎は各病院 とも
年度別で増減がなかったが,本 院で は1994年特定機能
病院 と して指定 を受 け,そ のためか本疾患 は減少 を示
す数少ない疾患 のひとつ とな った.悪 性腫瘍の年度別
統計(Table2)では各病 院,各 悪 性腫瘍 ともお おむ
ね増加傾向 を示 したが,腎 悪性腫瘍 は腹部超音波検査
が積極的に一般 医で行われる ようにな った1980年代後
半 か らの増 加 が顕 著 で あ り,前 立腺 癌 はprostate
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BTと も各疾患 の増加 とともに増加 してお り,そ の手
術 数から現在で もなお各病 院泌尿器科 の主要手術 とし
て位 置 付 け られ て いた.尿 路結 石 の 入 院患 者数 を
Fig.5に示 した.体 外式衝撃波結石破砕装置(ESWL)
は1987年以来 本院 に設置 され てお り(EDAPLT-Ol
お よびLT-02),原則 として外 来通院加療 としている
が,本 院 を含め各病院 とも尿路結石入 院患者数 も増加
傾 向を示 した.尿 路結石に対す る手術件数の年度別推
移 はTable6に示 したが,1984年頃 まで は盛 ん に開
放 性切 石術 が行 われ てい たが,そ の後PNL,TUL
に取 って代 られ,さ らにESWLの 適応 拡大 に伴 い.
PNL,TULも 減少 していることが明 らか となった.
結 語
1)東京慈恵会医科大学泌尿器科における最近20年
問(1978年1月一1997年12月)の外来,入 院,手術統
計を報告 した.
2)感染症は20年聞で減少傾向を示 した.し かし,
罹病数が減少 したこと以外に,大学病院としての位置
付けが一般に理解が進んだためも影響 していると考え
られた.
3)尿路結石症例では体外衝撃波療法が治療内容の
変化に大きな変化をもたらした.
4)泌尿器科悪性腫瘍は精巣腫瘍以外いずれも増加
したが,特 に腎細胞癌 と前立腺癌の増加が顕著であっ
た.
本発表にあたりこれまでの当教室先輩諸先生方の業績とご
苦労に対し深く感謝いたします。
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